
 

シンポジウム「昭和 40 年代の日本における藝術の転換」の開催について 

  

１．主 催 日本学術会議 哲学委員会芸術と文化環境分科会 

      藝術学関連学会連合 

 

２．後 援 意匠学会 、建築史学会、国際浮世絵学会、東北藝術文化学会、東洋音楽学会

、 日本映像学会、日本演劇学会、日本音楽学会、日本デザイン学会、日本

民俗音楽学会、比較舞踊学会、美学会、美術科教育学会、美術史学会、舞踊

学会、広島芸術学会、服飾美学会  

 

３．日 時  平成２０年６月１４日（土）１４：００～１７：００ 

 

４．場 所  学習院女子大学 2号館（東京都新宿区戸山 3-20-1） 

 

５．次 第 

 

開催趣旨 

昭和 40 年代は戦後の日本における一大転換期にあたっており、その時期における藝術、ま

た藝術に対する考え方が、21 世紀の現在に強い影響を及ぼしていることは間違いないと思

われる。何かが消滅し、何かが滅ぼされた。代わって何かが台頭し、何かが始まった―そ

れが、昭和 40 年代である。こうした状況や問題意識が諸藝術において共通であるのか、あ

るいは藝術によって時代のずれや独自の現象がどのような形で、どの程度あるのか等を諸

藝術の専門家により討議する。 

 

 

あいさつ：前田 富士男（慶應義塾大学教授、日本学術会議会員） 

  

司会：礒山雅（日本音楽学会） 

 

講 演： 

神山彰（日本演劇学会） 

「衰退したジャンルの心性と行方―新派・新国劇・レヴュー」 

國吉和子（舞踊学会） 

「土方巽・暗黒舞踏と日本―見出された「からだ」について」  

佐野光司（日本音楽学会） 

「音楽における前衛とポスト・モダン―日本におけるその転換の意味」 

千葉成夫（美術史学会） 

「「もの派」と「もの派以後」―戦後から戦後以後へ」 

 

閉会あいさつ 

 

参加申込方法 

事前申込みは必要ありません。 

 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsd2/
http://www.ukiyo-e.gr.jp/
http://www.tsac.jp/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/tog/
http://www.art.nihon-u.ac.jp/jasias/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jstr/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj4/
http://www.jssd.jp/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/sjfm/index.html
http://wwwsoc.nii.ac.jp/sjfm/index.html
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jscsd/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bigaku/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/aae/Home.html
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jahs2/
http://www.danceresearch.ac/
http://www.danceresearch.ac/
http://www.art-hiroshima.com/LAH/
http://wwwsoc.nii.ac.jp/fukubi/

